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コンセプト：【駅×川】の相互作用

日本の鉄道網の発達は世界でも先駆的であるが、
その密集性から、殺風景な駅が多く、地域の特性
が把握できる風景を持つ駅は少ない。関東地方に
は、河川沿いに107駅の駅があるが、この中で駅
舎またはプラットフォームから河川の風景が見渡
せる駅はわずかである。そこで、本プロジェクト
では、駅Ｘ川の相互作用をコンセプトとし、
『交流の場である駅ナカ公園』
『交通の拠点となる駅』
『憩いを与える川』
を提案する。
「駅」「川」の土木施設が相互に絡み合い、住

民と観光客にとって地域の特性を反映したまちづ
くりに取り組む。
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親水広場

駅の北側にある緑が生い茂るエリア
の中心に水と触れ合う部分を設け、家
族連れの遊び場やバーベキューなど多
目的空間を提供する。

駅ナカデッキ

ホームの南端にデッキを設け、Ｌ字形
に曲折する川の流れを眺められる空間を
創出する。
駅ナカでありながら川に近づけることで、
安らぎを感じる機会を設ける。

電車カフェ

幸手駅旧３番線には、廃車となっ
た車両を再利用し、車内をカフェに
改造し、川面を眺めながら愉しむこ
とのできる空間を創出すし、幸手市
の交流の拠点とする。
各車両にホームの「うち」と「そ
と」両方からの利用を可能とし、両
者の物理的・心理的境界性を緩和す
る。

調整池

防災のための調整池を設け、通常は水
辺の空間として活用する。周囲には市の
象徴である桜を中心に、菜の花・彼岸
花・水仙などの四季植物の植栽により、
駅を訪れた人に癒しを与えるような空間
を演出する。

桜並木

駅のロータリーに続く道に桜並木を配置
し、市の玄関口としての印象を際立たせ
る。

コンセプト

駅ナカ親水公園

埼玉県幸手市の概要

幸手市は、埼玉県北東部の平地に位置する人口約5
万人のベッドタウンである。
江戸時代には、日光街道・奥州街道、そして日光御

成道の宿場町として栄えた。
近年では、市の西側に東武日光線と国道4号が縦断

し、幸手駅とその東側の旧日光街道を中心に、市街地
が広がる。駅の北部には桜の名所として名高い権現堂
があり、桜の季節には多くの観光客で賑わう。

幸手駅の概要
昭和4年4月1日、幸手市西部に東武日光線の中間駅と

して開業し、平成15年に東京メトロ半蔵門線、平成25年
に日比谷線の相互乗入れが開始した。近年の乗降人数は
約1万5千人/日である。
幸手駅は、駅とホームと平行して倉松川流れるという

地理的特性があり、この真倉松川沿い桜は市民の心の憩
いの場である。
本プロジェクトは、幸手市が平成18年から駅舎の橋上

化や西口駅前の整備計画に着手し、現在、事業計画の段
階である事業計画についての提案である。

調整池

市街地

幸手駅は、倉松川が並行する
という特徴を活かし、川沿い
の風景計画を行う。具体的に
は、駅のプラットホームから
の風景をデザインし、通勤客
が日常的に幸手市の自然を感
じられる空間を提案する。現
在、西口は空き地であるため、
ここに、ローターリー、調整
池、駅前広場を同時に計画し、
市民の憩いの場を提供する。

『ホームから眺める倉松川の美しい景観』
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